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分子が格子構造上に配置している結晶では熱振動はフォノンとして記述でき、フォノンは連
続体極限、すなわち低周波数極限において、連続体力学が記述する弾性波に収束する。では、分
子がアモルファス（非晶質）構造上に配置しているアモルファス固体の場合は、その熱振動は
連続体極限で弾性波に収束するだろうか？これが、本研究で解明したい問いである。
連続体極限では、熱振動の長さスケールが極めて大きくなり、物質の細かな構造を認識しな

くなると期待できる。こう期待すると、結晶であろうとアモルファス固体であろうと、熱振動
はともに弾性波に収束すると予測できる。その一方で、結晶とアモルファス固体の熱物性の違
いは、1[K]以下の極めて低い温度域で既に存在する [1]。これは、熱振動の違いが、0.1[THz]以
下の極低周波数域で存在していることを示唆する。このような極低周波数域は、通常（少なく
とも結晶では）連続体極限に達しているとみなすことができるため、これはアモルファス固体
の熱振動が連続体極限でも弾性波に収束しないことを示唆しているのではないだろうか？
我々はこの疑問を解明するために、コンピュータシミュレーションを用いて、実際に極低周

波数域の熱振動モードがどうなっているのか、その観測を試みた [2]。極低周波数域にアクセス
するために、100万粒子規模のシステムを用いた超大規模振動解析を実行した。本セミナーで
は、アモルファス固体の熱振動が連続体極限において弾性波に収束するか？という問いに対し
て、我々が得た最新の研究成果を紹介する。
[1] W. A. Phillips, Amorphous Solids: Low Temperature Properties (Springer, Berlin, 1981).

[2] H.Mizuno, A.Ikeda, H.Shiba, L.E.Silbert, in preparation.
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